
教　　育 C(社)日本家政学会

2 Cp- 7　　　健康教育（禁煙）

　　　　　　○今中　正美＊、栗畑　亜紀子＊、森下　敏子＊*、道本　千衣子＊

　　　　　　　（＊跡見学園女大短大、＊＊神戸女短大）

目的：わが国では。女性、特に20代女性の喫煙率の増加が顕著である。喫煙者からは喫

煙習慣をなくし、非喫煙者からは新たな喫煙者を生み出さないよう、禁煙教育を充実させ

るために。前回より調査対象範囲を広げて、実態調査を実施した。

方法：関西（神戸）と関東（東京）在住の短大生1651名を対象に喫煙、禁煙経験、禁煙

教育などについて1999年10月アンケート調査を行った。

結果：①現在喫煙している学生は、関西（神戸）13.1％、関東（東京）20.1％で、関東が

有意に多かった。また、喫煙開始時期については高校時代という回答が関東で有意に多く

認めちれた。喫煙理由は「何となく」、初めての喫煙場所では「自分あるいは友人の部屋」、

その時一緒にいた人は「同級生」という回答が、半数以上を占め、これらの回答に関西（神

戸）、関東（東京）間の差異は認められなかった。

②喫煙者と非喫煙者間に禁煙教育受講の有無による差異が認められたのは関東のみであっ

た。しかし、関西、関東共に喫煙、非喫煙者間の教育時期による差異は認められなかった。

③喫煙者に。父母の喫煙経験者がより多く存在した。

④喫煙者にはアルバイトをしている者、１日の食事回数が２回以下の者が非喫煙者と比べ

多いという結果が得られた。

2Cp-8 /」偵知耕作活動における調理奈卵実態

　一丿総合的な学習の帽伺」における調理活動の支援に関する研究Ｉ
　　　　　　　　　CMn腹子゛欄礼子″馴軒”

　　　　　　　　　　　　（神皿“奈良教育大学）

【目的】これまで、私達は「総合的な学習の時間」の支援を目的として、小学校の調理経

験の実態や興味関心の方向について調査を行ってきた。今匝!は小学牧の学級活動の中で展

開されている様々な調理活動の実態を調査したので結果を報告したい。

【方法】1999年8月に全国500校の小学校に対して郵送質問紙調査を行った。調査対象は

全国の大都市、市部、郡部の公立小学校から層化無作為抽出を行い、名枚教員男女各1名

に回答を依頼した。有効回答数は55 %であった。

【維

「キャンプ」などの行事においで取り入れられていた。作られているメニューとしては

サンドイッチ」「ご｀はん」「カレーライス」「ホットケーキ」「や吉いも」が上位５位

であった。これらのメニューはいずれも３～４年生で実施可能と見なされていた。この他

に「おにぎり」「クッキー」「卵料理」も実施可能とする意見が過半数であった。調理の

操作別では「野菜の皮むき」や庖丁の使用」は低学年から、「ガスコンロの使用」は４
年生から実施硝隠いう意見力侈くみられた。

　以上の結果より、小学校の教科外活動においてすでに3～4学年で様々な調理活動力瞰

り入れられている和犬が明らかになった。これは中学年における同レベルの調理活動を教
秤学習においても展開できる可能性を示唆しでおり、1聡合的な学習の時間jの学習活動

として、多様な応用力催時できるものであっ仁
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